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「複合領域コース」の履修案内 

 

１．制度の概要 

  東京医科歯科大学、東京外国語大学、東京工業大学、一橋大学の四大学は、それぞれ独立を保ち

つつ、研究教育の内容に応じて連携を図ることで、これまでの高等教育で達成できなかった新しい

人材の育成と、学際領域、複合領域の更なる推進を図ることを目的として「四大学連合」を結成し

ました。 

  これにより、東京医科歯科大学、東京外国語大学、東京工業大学、一橋大学の四大学は、「複合領域

コース」（特別履修プログラム）を設定し、それぞれの大学の特色ある授業科目を提供することによ

り、これまで高等教育機関が育てることのできなかった新しい人材を育成することを目指しています。 

この制度は、所属大学在学中に複合領域コースで定められた履修科目の所要単位を修得し、かつ

卒業要件を満たした場合にコース修了を認定するものです。 

《四大学連合ホームページ》http://www.tokyo-4univ.jp/ 

 

２．出願資格等 

(1) 出願資格 

２年次以上の学科に所属する学部学生を対象とする（進級見込みの学生含む）。 

 

(2) 学生の身分 

   受入れ大学においては「特別聴講学生」とする。 

 

(3) 授業料等 

特別聴講学生に係る検定料、入学料及び授業料は徴収しない。 

 

(4) 履修科目等 

特別聴講学生が履修できる授業科目は各コースが開講している科目とする(コース別授業科目

（予定）一覧参照)。なお、授業内容の詳細については、所属大学教務担当等に確認し、各大学

のシラバス、ＨＰを参照してください。 

  ※また、時間割については、一部変更になる可能性がございます。 

 

(5) 履修計画 

所属大学から受入大学までの通学時間及び所属大学での履修計画等を十分考慮の上、無理のない

履修計画を立ててください。 

なお、コースごとに所属大学及び受入大学で修得する単位数が異なりますので、留意してください。 

 

(6) 履修期間 

履修する授業科目が開講されている授業期間とする。 
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(7) 受入れ条件 

学生を受入れる条件（履修できる授業科目の範囲、募集人数、受入れ学生数、各種日程等）につ

いては、それぞれの受入大学が決定する。 

   履修希望者は、必ずいずれかのコースに所属することとなる。 

 

(8) 評価の方法 

   授業科目の評価（試験・レポート等）の方法については、受入大学の規則によるものとする。 

   なお、受入大学と所属大学の試験日時が重複した場合には、事前に所属大学の担当係へ連絡して

指示を受けてください。 

 

(9) 協定大学の施設の利用 

履修上必要な施設・設備(附属図書館、食堂等)を利用することができる。 

 

３．出願・履修登録手続 

(1) 出願期間 

「複合領域コース」の特別聴講学生を志願する学生は、所属する大学が定める所定の期間に手続

きを行ってください。 

 

(2) 出願方法 

   出願は、所属する大学を通じて行います。 

出願者は、所属大学及び受入大学が定める書類を提出してください。 

なお、東京医科歯科大学の学生で履修を希望する者は、所属学部の教務係に相談してください。 

出願に必要な書類は下記の通りです。【全大学共通】書類及び各大学ごとに必要な書類をご確認

の上、作成をお願いいたします。 

 

【全大学共通】 

・複合領域コース（特別聴講学生）願書 

※出願済の方は提出不要です。 

※出願年度前期に講義を履修せず、後期から履修する場合でも必ず前期のタイミングでご提出をお願

いいたします。 

 

【東京外国語大学の科目の受講を希望する場合】 

・履修届 

・連絡票 
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【東京工業大学の科目の受講を希望する場合】 

・履修願 

・東工大 ICカード発行申請書  

・東工大情報基盤利用に関する誓約書  

 ※「東工大ＩＣカード（学生）発行申請書」、「東工大情報基盤利用に関する誓約書」については 

東工大の学生証を持っていない方のみご提出ください。既にお持ちの方は必ず有効期限をご確認

ください。 

 

【一橋大学の科目の受講を希望する場合】 

・履修登録票 

 

(3) 出願・履修登録手続書類提出期間 

   願書・連絡票：2023 年 3月 10 日（金）～ 3月 23日（木）12：00 ※ 

履修届：前期科目 2023年 3月 10日（金）～3月 23日（木）12：00  

       後期科目 2023 年 8月中旬～9月上旬頃の予定 

（確定次第、メール等を通してお知らせいたします。）  

 

※一橋大学の科目を初めて受講される場合に限り、一橋大学受講用の学籍 IDを作る必要があるため、 

3 月 14日（火）12：00までに別紙願書を所属学部の教務担当までご提出ください。履修登録票につ

いては 3月 23日（木）12：00までに提出をお願いいたします。 

 

(4) 提出方法・提出先 

   各教務担当係に書類を直接提出、或いは PDFに変換したファイルを下記アドレス宛に 

メールでお送りください。 

 〇医学教務係   ：３号館６階（Mail：gakumu1@ml.tmd.ac.jp） 

 〇歯学系教務係  ：D棟南２階（Mail：s-kyomu.adm@ml.tmd.ac.jp） 

 〇保健衛生教務係 ：３号館６階（Mail：gakumu2.adm@tmd.ac.jp） 

（メールでのご提出の場合、個人情報になるため必ずパスワードの付与等を 
設定してください。） 

 ＊他大学生の個別の提出は受け付けません。各大学の事務担当係を通して履修手続きをして下さい。 

 

(5) 履修の可否 

受入大学が定める方法により、履修の可否が決定される。 

 

(6) 履修辞退手続き 

履修を辞退する場合には、所属大学の担当係に早急に相談し、所定の手続きを行ってください。 
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４．単位認定及び学業成績 

(1) 単位認定 

受入大学からの成績通知に基づき、単位が与えられている授業科目については、所属大学の定め

る規定等により、単位を認定する。 

なお、東京医科歯科大学の場合には、卒業要件単位以外の単位として認定する。ただし、保健衛

生学科検査技術学専攻の学生は、東京工業大学又は一橋大学の教員による講義を受講した場合、そ

れらの科目の 4単位を上限として選択必修科目の一部とすることができる。 

 

(2) 学業成績 

   受入大学の授業科目の成績を所属大学の「成績原簿」へ記載する際には、受入大学における成績

をそのまま転記する。 

なお、その際の授業科目の名称は、受入大学の複合領域コースの開講授業科目名をそのまま記載

する。 

 

(3) 証明書の発行 

   複合領域コースの成績については、所属大学が発行する成績証明書及び単位修得証明書に記載さ

れる。 

 

 

 

５．履修案内 

 (1) 協定大学の所在地と問合せ先 

【東京外国語大学】府中市朝日町3-11-1 

           学務部教務課 教務係：TEL 042-330-5168 

                      ＪＲ中央線「武蔵境駅」のりかえ西武多摩川線「多磨駅」下車徒歩５分 

京王電鉄「飛田給駅」北口より多磨駅行き京王バスにて約１０分「東京 

外国語大学前」下車（本数が少ないので注意） 

 

【東 京 工 業 大 学】 目黒区大岡山2-12-1 

東急目黒線又は東急大井町線「大岡山駅」下車徒歩１分 

・学務部教務課四大学連合複合領域コース担当：TEL 045-924-5933 

 

【一 橋 大 学】 国立市中2-1 

学務部教務課 教務第二係：TEL 042-580-8114 

ＪＲ中央線「国立駅」南口下車徒１０分 

             西キャンパス 本館１階 
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【東京医科歯科大学】 文京区湯島1-5-45 

ＪＲ中央線「御茶ノ水駅」下車徒歩５分、地下鉄丸の内線「御茶ノ水駅」 

下車徒歩２分、地下鉄千代田線「新御茶ノ水駅」下車徒歩5分 

・医学教務係(医学科科目担当)            TEL 03-5803-5122 

・保健衛生教務係(保健衛生学科科目担当)       TEL 03-5803-5119 

・歯学系教務係(歯学部歯学科・口腔保健学科科目担当) TEL 03-5803-5411 

・教養教務・支援係（教養部科目担当）         TEL 047-300-7106 

・大学院教務第二係(修士課程科目担当)        TEL 03-5803-4534 

 

（２）協定大学の時間割 

【東京外国語大学】 

第１時限 8:30～10:00         第６時限 17:40～19:10 

第２時限 10:10～11:40         第７時限 19:20～20:50 

第３時限 12:40～14:10 

第４時限 14:20～15:50 

第５時限 16:00～17:30 

  ※ 例外的に7時限目に授業がある場合は、19:20～20:50の時間帯で行われます。 

 

【東京工業大学】 

第１時限  8:50～ 9:40         第５時限 13:45～14:35 

第２時限  9:40～10:30          第６時限 14:35～15:25 

第３時限 10:45～11:35         第７時限 15:40～16:30 

第４時限 11:35～12:25         第８時限 16:30～17:20 

         第９時限 17:30～18:20 

                    第10時限 18:20～19:10 

※2023年度前学期に限定したタイムテーブルです。2023年度後学期のタイムテーブルは， 

標準時間割体系に戻す予定です。 

 

【一橋大学】 

第１時限  8:45～10:30 

第２時限 10:45～12:30 

第３時限 13:15～15:00 

第４時限 15:15～17:00 

第５時限 17:10～18:55 

第６時限 19:45～21:30（原則としてライブ配信授業のみ実施） 
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【東京医科歯科大学】 

医学部医学科   

第１時限   9:00～10:20       

第２時限  10:30～11:50     

第３時限  12:50～14:10       

第４時限  14:20～15:40       

第５時限  15:50～17:10          

 

医学部保健衛生学科(看護学専攻、検査技術学専攻)  

１年生科目   ２～４年生科目 

第１講   8:50～10:30  第１時限   8:50～10:20 

第２講  10:40～12:20  第２時限  10:30～12:00 

第３講  13:20～15:00  第３時限  13:00～14:30 

第４講  15:10～16:50  第４時限  14:40～16:10 

第５講  17:00～18:40  第５時限  16:20～17:50 

    

歯学部歯学科 歯学部口腔保健学科 

第１時限  09:00～ 9:50  第１時限  09:00～ 9:50 ※一部 8:50～9:35 

第２時限  10:00～10:50  第２時限  10:00～10:50 ※一部 9:45～10:30 

第３時限  11:00～11:50  第３時限  11:00～11:50 ※一部 10:40～11:25 

第４時限  12:00～12:50  第４時限  12:50～13:40 ※一部 11:35～12:20 

第５時限  12:50～13:40  第５時限  13:50～14:40 ※一部 13:20～14:05 

第６時限  13:50～14:40  第６時限  14:50～15:40 ※一部 14:15～15:00 

第７時限  14:50～15:40  第７時限  15:50～16:40 ※一部 15:10～15:55 

第８時限  15:50～16:40  第８時限  16:50～17:40 ※一部 16:05～16:50 

第９時限  16:50～17:40     第９時限         ※一部 17:00～17:45 

                  第１０時限        ※一部 17:55～18:40 

 

教養部 

第１講   8:50～10:30 

第２講  10:40～12:20 

第３講  13:20～15:50 

第４講  15:10～16:50 

第５講  17:00～18:40 
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大学院医歯学総合研究科 

 （医歯理工保健学専攻）修士課程 修士課程ＭＭＡコース 

   第１時限   8:50～10:20 第１時限 18:00～19:30 

   第２時限   10:30～12:00 第２時限 19:40～21:10 

   第３時限   13:00～14:30 

   第４時限   14:40～16:10 

   第５時限   16:20～17:50 

7



複合領域コース出願手続の流れ

本学の学生が他大学の授業科目を履修する場合 

他大学所属の学生が本学の授業科目を履修する場合 

履修希望者 

・コースの選択

・願書の作成

・履修科目の決定

所属学部の教務係へ 

必要書類を提出 

P2出願方法参照 

所属学部の審査 

コース担当教員

指導教員 

委員会等 

学務企画課でとりまとめ 

協定大学へ申請 

受入大学の審査 

審査委員会等 

学務企画課で 

可否の受理 

履修希望者 

受講開始 

受講不可の場合のみ 

履修希望者へ連絡 

所属学部の審査 

学科長、学科等の教員 

本学に申請 

学務企画課に

提出 

所属大学担当係へ 

必要書類を提出 

出願方法のページ参照 

受講不可の場合のみ 

所属大学担当係へ 

連絡 

所属大学担当係 

必要書類とりまとめ 

履修希望者 

受講開始 

本学で審査 

担当学部等で出願

書類等を審査 

教授会の決定 

履修希望者 

・コースの選択

・願書の作成

・履修科目の決定

8
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履 修 届 (     年度 前期 ・ 後期 ) 

《                  コース》        複合領域コース学生用 

所           属 学 年 学 籍 番 号 
ふ  り  が  な 

氏    名 

大 学    

学 部    

学 科    

 

 科   目   名 担 当 教 員 
対象期間 

学期 

時  間 

曜 日 時 限 

   
：    ～    ： 

  

   
：    ～    ： 

  

   
：    ～    ： 

  

   
：    ～    ： 

  

   
：    ～    ： 

  

   
：    ～    ： 

  

   
：    ～    ： 

  

   
：    ～    ： 

  

   
：    ～    ： 

  

   
：    ～    ： 
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複合領域コース 連絡票 

 

所属大学名：                         学部学科名：                 

 

学籍番号：                           学年      

ふりがな 

コース名：                            氏名：                           

 

 

 

 

 

 

連絡先 

TEL．１  

TEL．２  

アドレス１  

アドレス２  

住所 
〒 

☆ -ハイフンと_アンダーバー、o オーと 0 ゼロなど紛らわしい場合はフリガナをつけること 

 

＊この連絡票は、複合領域コース授業の連絡手段としてのみ使用します。 

＊必ず連絡のとれる連絡先を記入すること。 

＊課題等もメールでお知らせするので、添付ファイルが受信できるアドレスを記入す

ること。 
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別紙様式１ 

 

（年度等）四大学連合「複合領域コース」履修願 

 

   年   月   日 

東京工業大学 学長 殿 

 

所 属 大 学 大 学 

所 属 コ ー ス コース 

所属学部・学科 学 部 学 科 

学 籍 番 号  

氏名（フリガナ）  

連絡先電話番号 （自宅・携帯） 

Ｅメールアドレス  

住 所 

（学生証の郵送に

使 用 し ま す ） 

 〒 

 

 

私は，四大学連合憲章に基づく複合領域コースとして貴大学で開講の下記科目を履修したいので， 

許可願います。 

記 

 

授 業 科 目 名 担当教員 単位 
開講 

クォーター 
開講曜日 

 

開講時間 

     
 

     
 

     
 

     
 

     
 

     
 

     
 

     
 

 ※電子媒体による場合は，出力時等所定の体裁であること。 
受付日 処理日 
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東京工業大学長 殿 

 

東工大ＩＣカード（学生）発行申請書 
＜複合領域コース用＞ 

 
 

１．写真は次の条件のものを使用してください。 
  ａ カラー（白黒は不可） 
  ｂ 光沢仕上げ（絹目不可）、枠なし 
  ｃ 正面，上半身，脱帽，眼鏡使用者は着用のこと 
  ｄ ３ヶ月以内に撮影したもの 
  ｅ スナップ写真は不可 

ｆ 写真のサイズは25ｍｍ（ヨコ）×30ｍｍ（タテ） 
２．写真貼付の際には，裏面に油性ペンで氏名を記入し，写真貼付用または 

スティック糊を使用し，糊がはみ出さないようしっかりと貼付してください。 

 

身 分 特別聴講学生 学籍番号 (記入不要) 

所属大学 

・コース 
         大学               コース 

性 別 男  ・  女   
生年月日 

（西暦） 
   年   月   日 

入学年度   年   月 卒業見込    年   月   

ﾌﾘｶﾞﾅ 

氏 名 

               

 

ローマ字氏名  

漢字はＪＩＳの第二水準以外は印字できませんのでご了解ください。 
※枠内全てご記入下さい。 

 
（注意）この申請書に記入された個人情報は、認証・認可システムの管理・運用データとして使用されます。 

 
以前に東京工業大学ＩＣカードを受領したことがある者は、下記に必要事項を記入して

ください。 

 

以前在籍した際

の 身 分 等 

学部生 ・ 特別聴講学生

その他（       ） 

以前在籍した際

の学籍番号等
 

東京工業大学 

 

写真貼付欄

ヨコ  タテ 

25mm×30mm
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情報基盤利用に関する誓約書

東京工業大学長殿

私は、この度、国立大学法人東京工業大学の情報基盤を利用するにあ

たって、東京工業大学情報倫理ポリシー、東京工業大学情報セキュリテ

ィポリシー※１、及び東京工業大学共通認証・認可カード利用の注意※２を

遵守するとともに、学内外への情報の受発信には社会的責任が伴うこと

を十分理解し、情報環境を乱すことのないよう良識に基づいた節度ある

利用を行うことを誓います。

    年  月  日

カード種別：学生証（学部／修士／博士／その他）

所属大学： 

本学学籍番号： （未定の場合は記入不要） 

氏 名：

著名または印： 

※１「情報倫理とセキュリティのためのガイド（東京工業大学発行）」を参照

※２ 学生証裏面に記載
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四大学連合・複合領域コースの概要 

－コースのねらい、開設科目について－ 

◎4大学間共通コース(東京医科歯科大学、東京外国語大学、東京工業大学、一橋大学)

１．海外協カコース 

（１）コースのねらい、趣旨 

21 世紀の海外協力(および技術開発)においては、海外に対する広い視野と見識及び卓越した専門

技術を習得した人材が不可欠である。もとより、このような人材を育成する努力は各大学で行われ

ているが、4 大学が協力することにより、さらに幅広い見識及び能力を有する人材を育成すること

を目的とする。 

すなわち、各大学の多様なバックグラウンドを持つ学生が、本コースにより他分野の素養と海外

に対する広い視野、見識を身につけ、グローバル化社会で活躍することを可能にする。 

（２） 開設科目

各コースの授業科目（予定）一覧表を参照のこと。 

（３）実施要領 

医歯大担当者 

東工大担当者 

一橋大担当者 

外語大担当者 

コース定員

：検討中 

：江頭竜一(融合理工学系) 

：田中（坂部）有佳子（森機構） 

：投野由紀夫(総合国際学研究院) 

：若干名 

コース修了要件単位数 ：２０単位

所属大学；１２単位、他大学；各大学２単位以上で合計８単位 

単位数(自大学－他大学－他大学－他大学)；１２－４－２－２， 

１２－３－３－２ 

◎3大学間共通コース(東京医科歯科大学、東京工業大学、一橋大学)

２．総合生命科学コース 

(1)コースのねらい、趣旨

人間は生物学的な存在であると同時に社会的な存在でもあることはいうまでもない。また、近年

の生命科学の進歩は著しく、IPS 細胞を用いた再生医療の飛躍的な発展の可能性が開ける中で、生

命科学と社会との関わりなど、広い視野をもつ人材が強く望まれている。また、科学技術の急速な

発展と競争の激化の中で、科学者・技術者の倫理のあり方が重要な課題として浮上している。 

本コースは、自然科学的な生命現象の基本とその応用、さらには人間の社会的存在を支える社会

科学的な側面、特に法律的な側面ならびに言語・心理学的な側面について科目を配置したものであ

る。基礎医学・生物学的な面からは、発生学・細胞生物学・分子生物学などに加えて、解剖学・生

理学、あるいは脳の世紀を迎えて発展の著しい神経科学の成果を学ぶことができる。また、生命工

学の視点からは、ゲノム情報・遺伝情報の基礎とその応用についての科目がある。これらを通じて、
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生物・生命について体系的な知識を養成することを目標とする。それらに加えて、医療と法律との

関連について学ぶ。特に憲法・民法・刑法といった法律や生命倫理学からみた生殖医療などについ

ての科目が配置されている。さらに、臨床医学の分野については、癌に関する基礎と臨床や法律と

の関連の深い救急医療などに関し学ぶ機会が与えられる。 

本コースは、以上のような科目群により、医学・歯学・理学・工学・法学・社会学を横断する知

識を有する人材の育成を図るものである。 

 

(2) 開設科目 

各コースの授業科目（予定）一覧表を参照のこと。 

 

(3) 実施要領 

医歯大担当者 ：秋田恵一(臨床解剖学) 

東工大担当者 ：田中幹子(生命理工学系) 

一橋大担当者 ：長塚真琴（法） 

コース定員 ：若干名 

コース修了要件 ：所属大学・受入大学を問わず各大学から最低４単位ずつ、計２０単位以上

履修する 

   

３．生活空間研究コース 

（１）コースのねらい、趣旨 

人類はその長い歴史の中で、様々な危険から自分たちの生命と財産を守るための生活空間を構築し

てきた。飢餓の恐怖から脱出したかに見える現代人はさらに一層の生活空間の快適化を求めているが、

同時に現代文明の発達に伴い生成された副産物の逆作用の危険に直面してもいる。 

日本の現状に目を向けるならば、国土の保全、都市の開発、住居の建築と維持管理、交通の計画と

管理、衛生と健康の改善と管理など、生活空間の安全化と快適化に関与する経済活動や就業人口がき

わめて膨大なものであり、私たちが、供給できる資金や人的エネルギーの相当大きな割合をそれらに

振り向けていることは間違いない。しかしながら、残念なことに、私たちはそうした資金や人的エネ

ルギーの投下量に見合った「安心」、「快適さ」、「満足感」を獲得しているとは言いにくい。複雑化し、

高度化しつつある現代社会は専門家たちの専門領域を越えた協働を不可欠のものとしているし、そう

した協働の基盤となる複合領域的な性格の知識、スキル、意志決定力をこれらの専門家たちが具備す

ることが必要とされてきている。 

例えば、物質的な自然の状況に加え、歴史、文化、産業、住民の健康、自治体の財政など地域社会

の全体構造をふまえてもっとも望ましい開発計画を策定し、実行しうる土木技術者、といった存在は

その一例であろう。 

生活空間コースは、土木工学、衛生学、公共システムに関する経済学・経営学、地域・都市と人口・

労働に関する社会学・経済学などの異なる専門領域の専門家の交流と協働により、安心、安全、快適

な生活空間の創造に貢献しうる知識とスキルと決断カを持つ人材の育成を目指している。 

 

（２）開設科目 

各コースの授業科目（予定）一覧表を参照のこと。 
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（３）実施要領 

医歯大担当者 ：相田潤（歯髄生物学） 

東工大担当者 ：真田純子(土木・環境工学系) 、廣瀬壮一(土木・環境工学系) 、 

一橋大担当者 ：堂免隆浩（社） 

コース定員 ：若干名 

コース修了要件 ： ①所属大学１２単位＋受入大学（ＡまたはＢ）８単位 

   ②所属大学１２単位＋受入大学（Ａ）６単位＋受入大学（Ｂ）２単位 

   ③所属大学１２単位＋受入大学（Ａ）４単位＋受入大学（Ｂ）４単位 

 

◎2大学間コース(東京医科歯科大学、東京工業大学) 

４．医用工学コース 

（１）コースのねらい、趣旨 

工学系の学生には医学の基礎知識を、医学系の学生には工学の基礎知識を学ばせ、医用マイクロマ

シン、医療用ロボット、ドラッグデリバリィシステム、人工臓器、人工血液、人工骨、医用材料、医

用計測などの先端テクノロジーに対する知識、関心を呼び起こし、課題探求型の実際的研究者、技術

者の下地を作る。 

 

（２）開設科目 

各コースの授業科目（予定）一覧表を参照のこと。 

 

（３）実施要領 

医歯大担当者 ：青木和広（口腔基礎工学分野） 

東工大担当者 ：吉川史郎（応用科学系） 

コース定員 ：若干名 

コース修了要件 ：所属大学１４単位＋受入大学６単位 

 

◎2大学間コース(東京医科歯科大学、一橋大学) 

５．医療・介護・経済コース 

（１）コースのねらい、趣旨 

21 世紀にあるべき医療制度、医療介護システム、社会システム、福祉システム及ぴ相互の関連につ

いて学ぶコースである。巨大化した従来の医療制度や福祉システムの再点検、再構築は目下の急務と

なっており、学際的な学識を有し創造的な発想を持つ人材が求められている。 

本コースでは医療、介護、福祉に必要な行政学、経済学、法律学、社会学、エコロジカルな概念や

医学、歯学の基本について学び、多面的総合的な学識を併せ持つ人材を養成する。 

 

（２）開設科目 

各コースの授業科目（予定）一覧表を参照のこと。 
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（３）実施要領 

医歯大担当者 ：柏木聖代（ヘルスサービスリサーチ看護学） 

一橋大担当者 ：佐藤主光（財政学） 

コース定員 ：若干名 

コース修了要件 ：所属大学１４単位＋受入大学６単位 

 

 

＊ 東京医科歯科大学学生への注意事項 ＊ 

上記で紹介したコース修了要件について、下記専攻所属の学生においては下記コースの修了要件は

満たせないため、ご留意ください（2023 年度現在）。※コースの所属、他大学の提供科目の履修自体

については可能です。 

 

【口腔保健学科 口腔保健衛生学専攻】 

・海外協力コース 

・総合生命科学 

・医用工学コース 
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 ＊ 医学部保健衛生学科への編入学についての注意 ＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医学部保健衛生学科（看護学専攻・検査技術学専攻）への編入学を希望する者は編入

学までに下記の科目の単位を修得しておくこと。（下記の科目が開講されていないコー

スがあるのでコース選択時は注意すること） 

 

医学部保健衛生学科 看護学専攻 

・解剖学 

・生化学 

・病理学 

・微生物学 

・栄養学 

・国際保健看護学Ⅰ 

・看護制度論 

・人間の健康と看護 

・看護の統合と実践 

・AI・データサイエンスのための数学 

・医療と AI・ビッグデータ入門 

※編入学後、２年次に基盤看護学実習Ⅰ、アカデミックリテラシー、多職種連携Ⅰ 

を履修すること 

 

医学部保健衛生学科 検査技術学専攻 

・人体構造学講義 

・病理検査学講義（Ⅰ） 

・生化学講義（Ⅰ） 

・分析化学検査学Ⅰ（実習あり） 

・医用システム情報学講義（Ⅰ） 

・病原体検査学講義（Ⅰ） 

・臨床検査総合管理学 

・AI・データサイエンスのための数学 

・医療と AI・ビッグデータ入門 

※編入学後、２年次にアカデミックリテラシー、多職種連携Ⅰを履修すること 

以上 
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医療とAI・ビッグデータ入門　時間割
授業日付 曜日 開始時刻 終了時刻 授業内容

2023/10/26 木曜日 10:40 12:20 AI・ビッグデータ入門(仮)-講義
2023/11/02 木曜日 10:40 12:20 AI・ビッグデータ実用例1(仮)-講義
2023/11/09 木曜日 10:40 12:20 生物統計学概論(仮)-講義
2023/11/16 木曜日 10:40 12:20 データ科学アルゴリズム概論(仮)-講義
2023/11/30 木曜日 10:40 12:20 健康医療・AI概論(仮)-講義
2023/12/07 木曜日 10:40 12:20 AI・ビッグデータ実用例2(仮)-講義
2023/12/21 木曜日 10:40 12:20 python基本操作とデータ構造
2024/01/11 木曜日 10:40 12:20 python基本操作とデータ構造
2024/01/17 水曜日 10:40 12:20 ①判別理論と実践
2024/01/18 木曜日 10:40 12:20 ①判別理論と実践
2024/01/24 水曜日 10:40 12:20 ②機械学習の理論と実践
2024/01/25 木曜日 10:40 12:20 ②機械学習の理論と実践
2024/01/31 水曜日 10:40 12:20 ③深層学習・AIの理論と実践
2024/02/01 木曜日 10:40 12:20 ③深層学習・AIの理論と実践
2024/02/08 木曜日 10:40 12:20 ③深層学習・AIの理論と実践
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AI・データサイエンスのための数学　時間割
授業日付 曜日 開始時刻 終了時刻 授業内容

2023/09/21 木曜日 10:40 12:20 AI・データサイエンスのための数学概論
2023/09/28 木曜日 10:40 12:20 数論基礎、数と演算
2023/10/05 木曜日 10:40 12:20 初等関数
2023/10/19 木曜日 10:40 12:20 ベクトルと行列①
2023/10/26 木曜日 8:50 10:30 ベクトルと行列②
2023/11/09 木曜日 8:50 10:30 固有値と固有ベクトル
2023/12/07 木曜日 8:50 10:30 線形代数①
2023/12/14 木曜日 10:40 12:20 線形代数②
2023/12/21 木曜日 8:50 10:30 微分
2024/01/11 木曜日 8:50 10:30 偏微分
2024/01/17 水曜日 8:50 10:30 積分
2024/01/24 水曜日 8:50 10:30 重積分
2024/01/25 木曜日 8:50 10:30 統計と確率①
2024/01/31 水曜日 8:50 10:30 統計と確率②
2024/02/08 木曜日 8:50 10:30 データサイエンス概論
2024/02/15 木曜日 10:40 12:20 期末試験
2024/02/22 木曜日 10:40 12:20 （予備日）
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　時間割 　
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ポストコロナ社会における感染症対策 

時間割番号 031638 

科目名 ポストコロナ社会における感染症対策 科目 ID GA--b4025-- 

担当教員 岡田 就将, 國井 修, 磯部 哲, 倉持 仁, 中山 俊秀, 古川 高子, 高久 玲音, 那波 伸敏, 平畑 光一, 布川 

あゆみ, 和泉 悦子, 横山 泉[OKADA Shuushou, KUNII Osamu, TETSU Isobe, KURAMOCHI Jinn, NAKAYAMA 

Toshihide, FURUKAWA Takako, TAKAKU Reo, NAWA Nobutoshi, HIRAHATA Kouichi, FUKAWA Ayumi, IZUMI Etsuko, 

YOKOYAMA Izumi] 

開講時期 2023年度前期 対象年次 1～ 単位数 1 

全て日本語で行う 

主な講義場所 

東京歯科大学湯島キャンパス内の講義室および遠隔講義 

授業の目的、概要等 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大とその対応は、社会活動や人々の日常生活に大きな影響を及ぼした。複雑化した現代社会にお

いて、長期的な感染症対策に伴う様々な課題を解決し、持続可能な新たな社会を創造するためには、分野の枠を超えた学際的な交流に

基づく取り組みを活性化できる高度人材の育成が必要である。 

 本コースでは、幅広い領域で第一線で活躍する専門家を講師として、講義や討論、グループワークを通じ、ポストコロナ社会において、

社会と経済を回復させ、持続可能な生活を実現させるための価値創造・課題解決型スキル、対話を通じた思考と学びへの関心、理系／文

系、マクロ／ミクロの視点をバランスよく理解し、協働での取り組みを推進するスキルを身につける。 

授業の到達目標 

・ポストコロナ社会における人材育成、研究・実践、社会貢献のあり方、地域や分野を超えた連携の力、学際的な取り組みにより社会の課

題を解決する方法について理解する。 

・コロナ禍で明らかとなった感染症対策に関する法制上、医療上の課題について理解する。 

・感染症と人間社会の関わりについて歴史の視点から理解する。 

・感染症対策の効果や社会への影響を検証する手法を説明できる。 

・社会問題の構造を新型コロナウイルス感染症対策が生んだ現場の苦痛を例に説明できる。 

・感染症対策を社会に優しく実装するための工夫を提案できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方

法・その他 
1 4/24 18:00-19:30 遠隔授業

（同期型） 
ポストコロナ社会におけ

る感染症対策 
ポストコロナ社会における人材育

成、研究・実践、社会貢献のあり

方、地域や分野を超えた連携の

力、学際的な取り組みにより社会

の課題を解決する方法について、

グローバルな視点から講義を行

う。 

國井 修, 岡

田 就将 
授業時間は、

18:00～19:30。 

2 5/12 18:00-19:30 遠隔授業

（同期型） 
感染症対策における法

律上の課題 
コロナ禍で指摘された様々な法制

上の課題について、行政法の専

門家が講義を行う。 

岡田 就将, 

磯部 哲 
授業時間は、

18:00～19:30。 

3 5/12 19:40-21:10 遠隔授業

（同期型） 
臨床の現場における感

染症対策の現状と課題 
新型コロナウイルス感染症とその

後遺症の診療の現状と課題につ

いて、現場で対応されている開業

医が講義を行う。 

岡田 就将, 

倉持 仁, 平

畑 光一 

授業時間は、

19:40～21:10。 

4 6/27 18:00-19:30 アクティ

ブラーニ

ング教室 

グループワーク「社会に

優しい感染症対策の実

装」（１）課題提示 

現場関係者による講義を通じて、

コロナ禍で生じた又は明らかとな

った社会問題に触れ、問題の複雑

さを認識する。 

中山 俊秀, 

岡田 就将, 

布川 あゆみ, 

和泉 悦子 

授業時間は、

18:00～19:30。 

5 8/7 18:00-19:30 遠隔授業

（同期型） 
疫病と社会 繰り返される感染症の脅威に人類

がどのように対応してきたのか、

岡田 就将, 

中山 俊秀, 

授業時間は、

18:00～19:30。 
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スペイン風邪流行時のユダヤ人

差別等を題材にして歴史を振り返

り、感染症対策への応用について

講義を行う。 

古川 高子, 

那波 伸敏 

6 8/18 18:00-19:30 遠隔授業

（同期型） 
データでみる感染症対

策の効果と課題 
コロナ禍における学校休校や緊急

事態宣言等の感染症対策の効果

や社会に与えた影響について、実

証データに基づき講義を行う。 

岡田 就将, 

高久 玲音, 

横山 泉 

授業時間は、

18:00～19:30。 

7 9/15 18:00-21:10 アクティ

ブラーニ

ング教室 

グループワーク「社会に

優しい感染症対策の実

装」（２）状況把握、問題

の明確化、発表 

新型コロナウイルス感染症対策が

現場に苦痛を生んだ構造はどの

ようなものか、感染症対策を社会

に優しく実装するためにどのよう

な工夫ができるかについて発表

し、グループワークを通して得ら

れた気づきについて振り返る。 

中山 俊秀, 

岡田 就将, 

布川 あゆみ, 

和泉 悦子 

 

 

授業方法 

全て日本語で行う。 

授業内容 

授業スケジュール参照。 

成績評価の方法 

成績は、講義への参加状況、出席した講義毎のレポート、グループワークへの参加状況、発表内容に基づき、総合的に評価する。 

講義への出席状況、レポート、グループワークへの参加状況：７０％ 

グループワークの発表の内容：３０％ 

成績評価の基準 

60点以上（100点満点）を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

四大学連合ポストコロナ社会コンソーシアム第１回キックオフシンポジウム（2021年2月12日開催）での國井修氏の特別講演を事前に視

聴しておくこと。 

https://www.tokyo-4univ.jp/consortium-for-post-covid-19-society/consortium/ 

試験の受験資格 

試験は行わない。 

教科書 

指定なし。 

他科目との関連 

「医療制度と法」（保健医療に関する法制度について）と関連する。 

備考 

学内進学者もしくは以前本学に在籍していたことがあり、当該講義の単位を取得したことがある方は再度履修登録していただけません。 

参照ホームページ 

四大学連合ポストコロナ社会コンソーシアム第１回キックオフシンポジウム（2021年2月12日開催） 

https://www.tokyo-4univ.jp/consortium-for-post-covid-19-society/consortium/ 

連絡先（メールアドレス） 

岡田 就将:sokd.hcm@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

岡田 就将:毎週水曜日ＰＭ１：００－ＰＭ３：００ ＭＤタワー16階南 

事前にご連絡ください。  

 

97



複合領域コース関係の諸規則 

 

○四大学連合憲章 

 21 世紀を迎えた今，グローバル化された社会において，真に国際競争に耐えうる研究教育体制を確

立することを基本的理念とし，東京医科歯科大学，東京外国語大学，東京工業大学及び一橋大学は，

ここに，四大学連合を結成する。 

 四大学連合は，連合を構成する各大学が，それぞれ独立を保ちつつ，研究教育の内容に応じて連携

を図ることで，これまでの高等教育で達成できなかった新しい人材の育成と，学際領域，複合領域の

研究教育の更なる推進を図ることを目的とする。 

 各大学が相互に連携を図るにあたっては，各大学が，それぞれ異なる分野の学部，研究科及び研究

所等を有していることを踏まえ， 

 

 ① 履修や進学に関して，学生の選択の幅を拡大し，より良い教育体制を確立すること。 

 ② 共同研究プロジェクトや学際的な研究領域での協力を行うことにより，国際的な研究水準の維

持・達成を目指すこと。 

 ③ 海外の大学との連携により，研究教育の更なる発展・向上を目指すこと。 

 

 という三点を具体的な目標として，学生，教員及び研究者の交流を図り，各大学の研究教育の水準

を一層向上させるよう努力するものとする。 

 

 2001 年 3月 15 日 

 

 東京医科歯科大学長   東京外国語大学長   東京工業大学長   一橋大学長 

      鈴木章夫         中嶋嶺雄       内藤喜之       石 弘光 

 

＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・ 

○「複合領域コース」，「編入学」及び「複数学士号」に関する協定書 

東京医科歯科大学，東京外国語大学，東京工業大学及び一橋大学は，「四大学連合憲章」に基づき，

2001 年 3 月 15 日に調印された『「複合領域コース」，「編入学」及び「複数学士号」に関する三大学協

定書』を一部修正するとともに，研究教育の内容に応じて，相互に緊密に連携し，学生，教員，研究

者の交流を活発化させることにより，各大学の研究教育の水準を，より一層向上させることに合意し，

次のとおり協定を締結する。 

 

１．「複合領域コース」（特別履修プログラム）の設定 

(1)  一大学では提供できない教育プログラムを，二大学又は三大学又は四大学が，相互に提供する

ため，「複合領域コース」を設定し，これまでの高等教育機関が育てることのできなかった新しい

人材を育成することを目的とする。 

(2)  2 年次以上の学科等に所属する学部学生を対象とする。 

(3)  履修を希望する学生の募集，選考方法は，各コースごとに定める。 
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(4)  学生は，他大学の「特別聴講学生」とし，図書館その他の施設を利用できるものとする。 

(5)  学生が，他大学で取得した単位は，所属大学の単位に換算（単位互換）するものとする。 

２．「編入学」の実施 

  「複合領域コース」を履修している学生に対し，関連した他大学への「編入学」の途を開くもの

とする。 

３．「複数学士号」（dual degree）の創設 

  関連する二大学の間で，「複合領域コース」を履修した学生に対する「複数学士号」の制度を創設

し，これを組織的に推進する。 

４．上記 2，3の実施に関する共通細目は，別途，定める。 

５．上記 1～3の実施に関し必要な事項は，関連大学相互に，別途，協定を締結するものとする。 

６．上記 1～3のほか，さらに，四大学の連携を拡充しようとする場合，又は，本協定の内容に疑義を

生じた場合は，四大学において，その都度，協議するものとする。 

７．本協定は，２００１年４月１日より実施の『「複合領域コース」，「編入学」及び「複数学士号」に

関する三大学協定書』に代わるものとして，2005年 4月 1日より効力を有するものとする。 

 

     2005年 4月 1日 

                 東京医科歯科大学長 鈴木 章夫 

東京外国語大学長 池端 雪浦 

                 東京工業大学長   相澤 益男 

                 一橋大学長     杉山 武彦 

 

＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・ 

○「複合領域コース」の履修者に係る「編入学」及び「複数学士号」に関する実施細目 

 

１．「複合領域コース」の設定及び「編入学」 

（１） 他大学の２年次終了後，受入れ大学の３年次に編入させる。ただし，東京医科歯科大学医学

部保健衛生学科については，２年次に編入させる。 

（２） 編入学の受入れ数は，各学部ごとに，若干名とする。 

（３） 編入学の受入れは，原則として，受入れ大学において，所属大学の履修成績，「複合領域コー

ス」の履修成績，学習計画，学生の意欲などの総合判定により，決定する。（ＡＯ入試） 

（４） 東京医科歯科大学医学部医学科及び歯学部歯学科は，原則として，「複合領域コースに関する

協定書」による編入学の受入れを行わない。 

 

２．複数学士号 

（１） 実施の形態は，次の６通りとする。 

① 一橋大学又は東京工業大学の学生が，当該大学に，３～４年間在学し，当該大学所定の単位を

取得し，学士（商学）等又は学士（工学）等を授与された上，東京工業大学，一橋大学又は東

京外国語大学に学士入学し，１～２年間程度在学して，当該大学所定の単位を取得し，学士（工

学）等，学士（商学）等又は学士（言語・地域文化）を授与されること。 

② 東京医科歯科大学医学部保健衛生学科又は歯学部口腔保健学科の学生が，４年間在学し，所定
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の単位を取得し，学士（看護学），学士（保健学）又は学士（口腔保健学）を授与された上，

一橋大学，東京工業大学又は東京外国語大学に学士入学し，１～２年間程度在学して，当該大

学所定の単位を取得し，学士（商学）等，学士（工学）等又は学士（言語・地域文化）を授与

されること。 

③ 一橋大学又は東京工業大学の学生が，当該大学に，２年間在学し，一旦退学し，東京工業大学，

一橋大学又は東京外国語大学に編入学し，１～２年間程度在学して，当該大学所定の単位を取

得し，学士（工学）等，学士（商学）等又は学士（言語・地域文化）を授与された上，一橋大

学又は東京工業大学に再入学し，１～２年間程度在学し，当該大学所定の単位を取得し，学士

（商学）等又は学士（工学）等を授与されること。 

④ 東京医科歯科大学医学部医学科又は歯学部歯学科の学生が，２年間在学し，一旦退学し，東京

工業大学，一橋大学又は東京外国語大学に編入学し，１～２年間程度在学して，当該大学所定

の単位を取得し，学士（工学）等，学士（商学）等又は学士（言語・地域文化）を授与された

上，東京医科歯科大学に再入学し，４年間在学し，学士（医学）又は学士（歯学）を授与され

ること。 

⑤ 一橋大学，東京工業大学又は東京外国語大学の学生が，当該大学に，３～４年間在学し，当該

大学所定の単位を取得し，学士（商学）等，学士（工学）等又は学士（言語・地域文化）を授

与された上，東京医科歯科大学医学部保健衛生学科に学士入学し，国家試験受験資格を具備す

るため，３年間在学し，学士（看護学）又は学士（保健学）を授与されること。 

⑥ 東京外国語大学の学生が，４年間在学し，所定の単位を取得し，学士（言語・地域文化）を授

与された上，一橋大学又は東京工業大学に学士入学し，１～２年間程度在学して，当該大学所

定の単位を取得し，学士（商学）等又は学士（工学）等を授与されること。 

 

（２） 上記（１）以外の形態をとる必要が生じた場合は，その都度，関連大学相互において，協議 

するものとする。 

（３） 上記（１）③及び④の再入学にあたっては、入学料及び検定料は不徴収とする。編入学大学

において、学士（工学）等、学士（商学）等又は学士（言語・地域文化）を授与されなかった

者も同様とする。 

（４）「学士入学」，「編入学」の受入れ数，受入れ方法については，前記１の（２）及び（３）を準用

する。ただし，東京医科歯科大学医学部医学科及び歯学部歯学科については，一般公募される

「学士編入学制度」に，東京外国語大学外国語学部については，一般公募される「編入学制度」

によるものとする。 

（５） 本実施細目において、東京工業大学及び東京医科歯科大学医学部保健衛生学科への「編入学」

については、これを「転入学」と読み替える。 

 

３．この実施細目は，2009年４月１日より実施の『「複合領域コース」の履修者に係る「編入学」及び

「複数学士号」に関する実施細目』に代わるものとして，2023年４月１日から実施する。 
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四大学連合に関するＱ＆Ａ 
 

 

東京医科歯科大学、東京外国語大学、東京工業大学、一橋大学の四大学は、平成13年４月をもって

連合協定を結び、平成13年度以降の入学者を対象とした複合領域コースを設置して個々の大学では提

供できない授業科目を履修させることにより、従来の高等教育では育成できなかった広範囲の学際的

分野の知識を有した学生の教育と、編入学や複数学士などの方法による学生の勉学・進路にかかわる

選択肢の拡大を目指しています。 

 現在、東京医科歯科大学では複合領域コースにおいて東京工業大学、一橋大学との単位互換制度を

行っています。 

 

Ｑ. 「複合領域コース」って何ですか？ 

Ａ. 学際的分野に興味を持ったり、幅広い知識を習得したい学生に対して、個々の大学では対応

できない講義を四大学連合で協力して集め、コースという形に整えたものです。例えば、東京医

科歯科大学の学生で「複合領域コース」の履修を許可された者は、コースに提供された講義を東

京工業大学や一橋大学で「特別聴講学生」として受講することが可能となる制度です。履修科目

は取得単位として認められます。 

 

Ｑ. 四大学連合の定員は何人ですか？どこの大学で勉強することになるのですか？ 

Ａ. 四大学連合という形で定員を設けて入学試験を行うものではありませんので、入学定員はあ

りません。四大学連合の各々の大学に平成13年度以降に入学した学生の中で他大学の分野に興味

を抱いた学生が２年生に進級する時点で、連合で提供する例えば一橋大学と東京医科歯科大学の

２大学間の「複合領域コース」を履修してみたいと思うときに非正規科目として当該コースの受

講が可能となるものです。 

したがって、この場合は一橋大学又は東京医科歯科大学のいずれかの学部に入学していなけれ

ばなりません。１年生のときは所属する大学で勉強をし、当該コースの履修を許可された２年生

からは所属する大学で正規の科目を勉強するかたわら、一橋大学と東京医科歯科大学の両大学で

所属したコースの受講科目を履修することになります。 

東京工業大学を含めた３大学間のコースを選択した場合は３つの大学で２年生以降勉強するこ

とになります。 

 

Ｑ. 「複合領域コース」はいつからスタートしたのですか？ 

Ａ. まず、対象となる学生は2001年度以降に入学した学生になります。 

その学生が２年（大学によっては３年）に進級した段階で「複合領域コース」の履修を願い出る

ことができます。したがって、「複合領域コース」は2002年度がスタートの年でした。 

 

Ｑ. 四大学連合の大学に在籍していれば他の大学の授業を自由に受講できるのですか？ 

Ａ. 現在のところ、２年生への進級段階でいくつか設定される「複合領域コース」のうちで興味

のあるコースの履修を認められた学生に対して、そのコースに設けられた科目について他大学の

受講が認められることになっています。 
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Ｑ. 「複合領域コース」を履修するだけで卒業できるのですか？ 

Ａ. 卒業が前提の制度です。卒業の要件は大学毎に異なっていますが、コース修了だけでその要

件を満たすことはできません。在籍する大学の所属学科の基本的な科目を履修しながら、コース

を履修しなければなりません。コース履修希望者は、入学後、コース担当教員や学科の先生とよ

く相談の上、学習計画を立ててから履修することを強く勧めます。 

 

Ｑ. 四大学連合の大学に入学できれば所属する大学以外の大学に転入学できるというのは本当で

すか？ 

Ａ. 転入学の制度は有ります。詳細はそれぞれ周知される要項等を確認していただくことになり

ますが、四大学連合のいずれかの大学に在学していれば連合の他の大学に自動的に転入学できる

というものではありません。 

「複合領域コース」を受講している学生がコースに関連した大学の特定の学科への転入学を希望

した場合に、受講した科目の成績や受講態度などを総合的に評価した上で転入学が許可されるこ

とがある制度です。転入学が行われるとしても若干名になります。 

また、「複合領域コ－ス」が大学間で設定されていたとしても、転入学を希望できるのは、履修

したコースの主体となる学部、学科に限定されることになります。東京医科歯科大学の医学部医

学科はすでに発足させた別の制度があるため、他大学からの転入学の対象とはなっていません。

（これらの学科へ転入学するには同大学の学士転入学制度に応募する必要があります。）現在の四

大学連合制度のもとでの同大学への転入学は医学部保健衛生学科に対してのみ可能です。 

東京医科歯科大学医学部保健衛生学科へ転入学を考えている方は、転入学前に「複合領域コー

ス」で医学部保健衛生学科の１、２年次必修科目を履修しておくことをお勧めします。履修出来

ずに転入学した場合、時間割の都合上３年間で卒業出来ない可能性があります。 
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○車等の利用 

本学には、学生用の駐車場はありませんので交通機関を利用してください。 

なお、湯島地区お茶の水門側に、本学への来訪者及び来院患者のために有料駐車場がありま

すが、学生の皆さんは、この有料駐車場を利用しないでください。 

 

○学内の掲示 

大学から学生の皆さんへの告知や通知等の連絡は、大学構内の所定の公用掲示板に該当事項

を掲示することにより行うこととしています。 

告示や通知等は、掲示することにより、周知したものとして取り扱うこととしていますので、

登校時に必ず公用掲示板を見るよう心がけてください。 

（主要掲示内容）時間割変更、試験時間割、試験結果、休講通知、拾得物、大学行事等 

 

＜公用掲示板＞ 

・学務企画課掲示板…１号館西１階 学務企画課前（修士講義のみ掲示） 

・大学院掲示板…６号館前、わくわく保育園横（修士講義のみ掲示） 

・医学部掲示板…３号館２階 医学科講義室前 

・歯学部掲示板…７号館１階 歯学科リフレッシュルーム前 

 

○生活協同組合 

生活協同組合は、５号館の地階及び１階にあり、地階が売店、１階が食堂となっています。 

 

○図書館 

○場  所： 湯島地区 M&Dタワー３・４階（図書館入り口は３階） 

○開館時間： 平 日 8:30～22:00   

      土･日･祝日 10:00～18:30 

（注）平日19:00以降、および土･日･祝日は、M&Dタワー1階玄関は施錠されていま

す。インターフォンで防災センターに解錠を依頼してください。 

○休 館 日： 年末年始 

○登録手続：複合領域の履修者であることを証明できるもの（時間割等）を、カウンターに

提示し、特別聴講生であること、及び在学期間（履修登録をしている科目の最

終講義日）を伝えて下さい。図書館利用証を発行します。 

登録後は、入館ゲートに図書館利用証をタッチしてください。 

 

○貸出・返却 

１． 貸出冊数： 図書・製本雑誌＝５冊（未製本雑誌の貸出は不可） 

２． 貸出期間： 図書＝２週間、製本雑誌＝１週間 

３． 貸出手続： 自動貸出機又はカウンター（図書館利用証が必要） 

４． 返  却： 開館時間中＝カウンター  閉館中＝ブックポスト（図書館入り口） 

○文献複写： 有料複写機（３・４階） 

○自動書庫： 製本雑誌を収納（取り出しには、図書館利用証が必要） 

 

詳細は、図書館ホームページ（https://www01s.ufinity.jp/tmdu_lib/）をご覧ください。 
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東京医科歯科大学交通・キャンパス案内 

施設名 所在地 電話番号（03-5803-下記４桁） 

教 養 部 国府台地区 047-300-7106 

医 学 教 務 係 

保 健 衛 生 教 務 係 
湯島地区 ３号館６階 5919(医)、5121(保) 

歯 学 系 教 務 係 湯島地区 歯科棟南２階 5411(歯・口) 

大 学 院 教 務 第 二 係 湯島地区１号館西１階 4534 

教 育 事 業 支 援 係 湯島地区１号館西１階 5073 

図 書 館 
湯島地区 

Ｍ＆Ｄタワー３階 
5592 

保 健 管 理 セ ン タ ー 湯島地区５号館３階 ― 

生活協同組合 食堂・売店 
湯島地区 

５号館１階・地下１階 
― 

 

構内案内図 

※本郷通り沿いの３号館入口は 18時で施錠されます。 
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【湯島地区】 

最寄駅等  

ＪＲ 御茶ノ水駅下車（中央線、総武線） 徒歩５分 

地下鉄 御茶ノ水駅下車（丸ノ内線）   徒歩２分 

地下鉄 新御茶ノ水駅下車（千代田線）  徒歩５分 

【国府台地区】 

最寄駅等 

・ＪＲ 市川駅下車（総武線）     徒歩３０～４０分 

京成バス 松 11 系統（松戸駅・松戸営業所行）または市 81・82系統（北国分駅・国分操車場行） 国府台病

院下車 徒歩２分  

・国府台駅下車（京成電鉄）    徒歩２０分 

松戸街道（県道 1号市川松戸線）沿いに北へ（江戸川を左に見ながら）  

京成バス 松 11 系統（松戸駅・松戸営業所行）または市 81・82系統（北国分駅・国分操車場行） 国府台病

院下車 徒歩２分  

・ＪＲ 松戸駅下車（常磐線）  

京成バス 松 11 系統（市川駅行） 国府台病院下車 徒歩 2分  

・矢切駅下車（北総線） 徒歩２５分 

松戸街道（県道 1号市川松戸線）沿いに南へ（江戸川を右に見ながら）   

京成バス 松 11 系統（市川駅行） 国府台病院下車 徒歩２分 
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東京外国語大学 府中市朝日町3-11-1 【学務部教務課 教務係：042－330－5168】 

《ホームページ》http://www.tufs.ac.jp/ 

 

キャンパス案内  

 

 

 

1. アライバルコート araibaru kōto 

2. アゴラ・グローバル agora gurōbaru 

3. 附属図書館 toshokan 

4. 本部管理棟 honbukanritō (jimutō) 

5. 中央広場・円形回廊 chuō hiroba・enkei kairō 

6. アジア・アフリカ⾔語⽂化研究所 ajia afurika gengo bunka kenkyūjo (ēēken) 

7. 保健管理センター hoken kanri sentā 

8. ⼤学会館 daigaku kaikan 

9. 研究講義棟 kenkyū kōgitō 

10. 留学⽣⽇本語教育センター ryūgakusei nihongo kyōiku sentā (ryūnichi sentā) 

11. 屋内運動場・課外活動施設 okunai undōjyō・kagai katsudō shisetsu 

12. テニスコート tenisu kōto 

13. 運動場 undōjō 

14. 国際交流会館 kokusai kōryū kaikan 
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東京工業大学 目黒区大岡山2－12－1【教務課四大学連合複合領域ｺｰｽ担当：045－924－5933】 

《ホームページ》http://www.titech.ac.jp/ 

《複合領域コース》http://www.gakumu.titech.ac.jp/kyoumu/yondai/ 

交通案内 

 
 

大岡山キャンパス 

【東京駅・上野駅から】(◇は乗換え) 

１．JR大井町駅(京浜東北線)◇東急大井町駅(大井町線)～大岡山駅 

２．JR目黒駅(山の手線)◇東急目黒駅(目黒線)～大岡山駅 

 

すずかけ台キャンパス 

【東京駅から】 

１．JR渋谷駅(山の手線)◇東急渋谷駅(田園都市線)～すずかけ台駅 

２．東京地下鉄東京駅(丸の内線)～大手町駅◇半蔵門線大手町駅(半蔵門線)～すずかけ台駅 

【上野駅から】 

１．JR渋谷駅(山の手線)◇東急渋谷駅(田園都市線)～すずかけ台駅 

２．東京地下鉄上野駅(銀座線)～表参道駅◇半蔵門線表参道駅(半蔵門線)～すずかけ台駅 

【新横浜駅から】 

１．JR長津田駅(横浜線)◇東急長津田駅(田園都市線)～すずかけ台駅 
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東京工業大学キャンパス案内 

大岡山キャンパス 

 

 

すずかけ台キャンパス 
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東京工業大学 大岡山地区キャンパス案内

 

 

 

1. 本館 

2. 事務局 1 号館 

3. 事務局 2 号館 

4. 事務局 3 号館 

5. 産学連携推進本部 

6. 学術国際情報センター 

（情報棟） 

7. 附属図書館 

8. 正門守衛所 

9. 百年記念館 

10. サークル棟 1 

11. サークル棟 2 

12. サークル棟 3 

13. サークル棟 4 

14. 70 周年記念講堂 

15. 大学食堂 

 

 

16. 環境安全管理棟 

17. 屋内運動場 

18. 大岡山西 1 号館 

（留学生センター） 

19. 大岡山西 2 号館 

20. 大岡山西 3 号館 

（外国語研究教育センター） 

21. 大岡山西 4 号館 

22. 西講義棟１ 

23. 西講義棟２ 

24. 大岡山西 7 号館 

25. 大岡山西 8 号館Ｅ 

26. 大岡山西 8 号館Ｗ 

27. 大岡山西 9 号館 

28. 極低温実験棟 

29. 極低温物性研究センター 

30. 大岡山東 1 号館 

 

 

31. 大岡山東 2 号館 

32. 大岡山南 1 号館 

33. 大岡山南 2 号館 

34. 大岡山南実験棟 2 

35. 大岡山南 3 号館 

36. 大岡山南４号館 

37. 大岡山南実験棟 4 

38. 大岡山南 5 号館 

39. 大岡山南 6 号館 

40. 大岡山南 7 号館 

41. 大岡山南 8 号館 

42. 大岡山南 9 号館 

（量子ナノエレクトロニクス 

研究センター） 

43. 大岡山南講義棟 

44. 超高速エレクトロニクス

研究棟 
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東京工業大学 すずかけ台（旧長津田）キャンパス案内

Ｓ地区 

   
1. S1 （総合研究館） 

2. S2 （フロンティア創造共同研究センター） 

3. S3 （図書館すずかけ台分館） 

4. S4 （超高圧電子顕微鏡室） 

5. S5 （総合研究館別館） 

6. S6 （廃水処理施設） 

7. S7 （設備センター） 

 

G棟・J2棟地区 

  

1. G1  

2. G2  

3. G3  

4. G4  

5. G5  

6. G4-A （M.H.D.発電実験棟） 

7. J2 （総合研究棟）J3（産学共同研究棟）

 

R・B・H・J1棟地区 

 

1. R1  

2. R1-A  

3. R1-B  

4. R2  

5. R2-A  

6. R2-B  

7. R2-C  

8. R3  

9. R3-A  

10. R3-B  

11. R3-C  

12. R3-D  

13. B1・B2  

14. B1・B2-A・B・C      

15. H1・2 （すずかけホール（大学会館）） 

16. J1 （教務課） 

 

講義室へのアクセスは講義室一覧を参照してください。 
東工大ＨＰ→在学生の方→施設利用→講義室→講義室一覧 
http://www.titech.ac.jp/enrolled/facilities/rooms/pdf/lectureroom.pdf 
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一橋大学 国立市中2－1 【学務部教務課 教務第二係：042－580－8114】 

《ホームページ》https://www.hit-u.ac.jp/  

 

キャンパス案内 

 

 

西キャンパス                            東キャンパス 

1  西守衛所          14 社会科学古典資料センター      28 東守衛所 

2  旧守衛所          15 経済研究所               29 東本館 

3  車庫            16 社会科学統計情報研究センター     30 東1号館 

4  法人本部棟         17 社会科学統計情報研究センター分室    ・森有礼高等教育国際流動化機構 

5  別館            18 第1研究館               （全学共通教育センター、国際教育 

6  如水会百周年記念      19 大学生協（西プラザ）          交流センター） 

  インテリジェントホール   20 磯野研究館             31 東2号館 

7  保健センター        21 第2研究館              32 大学生協（東プラザ） 

8  兼松講堂            ・社会科学高等研究院         33 国際研究館 

9  本館            22 イノベーション研究センター      ・言語社会研究科事務室 

10 第1講義棟          23 情報基盤センター（基幹整備棟）   34 マーキュリータワー 

11 第2講義棟          24 情報教育棟               ・法科大学院事務室 

12 時計台棟          25 国際交流会館             ・国際・公共政策大学院事務室 

13 付属図書館         26 佐野書院              35 如水ゲストハウス 

                27 人事課分室             36 第3研究館 
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学術総合センター  アクセスマップ 
 

 

 

 

■〒101-8439  東京都千代田区一ツ橋 2-1-2 

■東京メトロ半蔵門線・都営地下鉄三田線・都営新宿線「神保町」Ａ８出口より

徒歩４分 

■東京メトロ東西線「竹橋」１ｂ出口   より徒歩４分 
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